
４
回
裏
、
習
志
野
の
ラ
ン
ナ
ー

が
３
塁
ま
で
進
ん
だ
が
、
三
振
で

押
さ
え
、
点
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ

た
。
５
回
表
、
打
球
が
な
か
な
か

伸
び
ず
、
ラ
ン
ナ
ー
は
出
な
か
っ

た
。
５
回
裏
、
習
志
野
の
盗
塁
を

杉
中
瑞
規
君
（
１
‐
５
）
が
阻
止

し
、
最
後
は
フ
ラ
イ
に
討
ち
取
っ

た
。グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
は
さ
ん
で

後
半
戦
へ
。
６
回
表
、
甲
津
賢
人

君
（
２
‐
６
）
が
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル

を
受
け
、
塁
に
出
る
が
点
に
は
結

び
つ
か
な
か
っ
た
。
６
回
裏
、
習

志
野
に
２
点
を
取
ら
れ
、
１
‐
２

と
な
っ
た
。
途
中
、
金
子
周
作
君

（
２
‐
６
）
が
足
の
異
常
の
た
め

降
板
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
今
井
義
樹

君
（
１
‐
７
）
に
交
代
し
た
。
７

回
表
、
今
井
君
が
レ
フ
ト
へ
安
打

を
放
つ
。
そ
の
後
、
野
坂
悠
太
君

（
２
‐
４
）
の
送
り
バ
ン
ト
が
成

功
。
ラ
ン
ナ
ー
の
今
井
君
は
２
塁

へ
。
そ
の
後
、
２
死
２
塁
の
局
面

で
、
河
野
亮
平
君
（
２
‐
６
）
が

投
手
安
打
を
打
っ
た
。
相
手
ピ
ッ

チ
ャ
ー
が
１
塁
へ
飛
び
つ
く
も
、

間
一
髪
セ
ー
フ
。
そ
の
間
に
今
井

君
が
ホ
ー
ム
に
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
。
２
‐
２
の
同
点
に

追
い
つ
い
た
。
７
回
裏
、
習
志

野
の
ス
ク
イ
ズ
が
成
功
。
２
‐

３
と
勝
ち
越
し
点
を
取
ら
れ
て

し
ま
う
。
後
半
、
満
塁
に
な
る

が
バ
ッ
タ
ー
を
フ
ラ
イ
に
討
ち

取
り
、
こ
の
回
を
最
小
失
点
で

切
り
抜
け
る
。
８
回
表
、
２
死

満
塁
の
局
面
に
、
野
坂
君
の
タ

イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
。
３
塁
の
新

谷
友
君
（
２
‐
３
）
が
生
還
。

３
‐
３
の
同
点
へ
追
い
つ
く
。

な
お
も
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
は

続
き
、
相
手
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の

ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
を
逃
さ
ず
、

３
塁
の
大
橋
正
明
君
（
１
‐

６
）
が
生
還
。
４
‐
３
と
逆

転
し
た
。
８
回
裏
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー

が
大
澤
信
明
君
（
１
‐
４
）
に
交

代
し
た
。
中
盤
、
習
志
野
の
本
塁

打
で
４
‐
４
の
同
点
に
な
っ
た
。

９
回
表
、
打
球
は
伸
び
ず
、
得
点

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
９
回
裏
、

相
手
打
者
の
サ
ヨ
ナ
ラ
タ
イ
ム
リ
ー

で
、
彦
根
東
高
校
は
敗
れ
た
。

習
志
野
と
の
試
合
は
４
‐
５
の

大
接
戦
で
あ
っ
た
。
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習
志
野
戦
は
、
両
チ
ー
ム
と
も
一
進
一
退
を
繰
り

返
す
接
戦
と
な
っ
た
。
８
回
裏
に
は
同
点
と
な
り
、

ス
タ
ン
ド
は
一
段
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

４
‐
５
で
敗
れ
た
も
の
の
、
野
球
部
は
最
後
ま
で

粘
り
強
い
試
合
を
見
せ
た
。

▲

新
谷
友
君
の
生
還
で
、
３
点
目
が
入
る
。

金
子
君
に
代
わ
り
、
力
投

す
る
今
井
君
（
写
真
左
）

と
大
澤
君
（
写
真
下
）
。

▲試合後に挨拶をする野球部員。


